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小池雄一氏

佐
生
修
郎
（
さ
し
ょ

う
・
し
ゅ
う
ろ
う
）
は
就

労
ビ
ザ
専
門
会
社
で
働
く

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
現
場

で
起
こ
る
予
期
せ
ぬ
ト
ラ

ブ
ル
と
複
雑
怪
奇
な
制
度

の
狭
間
で
日
々
課
題
解
決

を
推
進
し
て
い
る
。
制
度

の
読
み
解
き
と
現
場
感
覚

を
武
器
に
、
数
々
の
困
り

ご
と
を
解
決
し
て
き
た
。

座
右
の
銘
は
「
当
た
っ
て

砕
け
ず
」
。

大
谷
翔
平

大
変
だ
、
大
変

だ
、
新
し
く
赴
任
し
て
き
た
駐

在
員
た
ち
の
新
生
活
が
始
ま
る

よ
。

  

佐
生
修
郎

最
近
は
初
海
外

が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
赴
任
と
い
う

方
も
増
え
て
る
よ
う
だ
ね
。

  

大
谷

新
任
駐
在
員
か
ら

「
ま
ず
何
に
気
を
付
け
れ
ば
い

い
で
す
か
？
」
っ
て
相
談
さ
れ

て
い
る
の
だ
け
ど
、
ど
う
答
え

た
ら
い
い
の
か
な
？

佐
生

ま
ず
大
切
な
の
は
、

自
分
は
「
外
国
人
」
で
あ
る
と

い
う
認
識
を
持
つ
こ
と
だ
。
日

本
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
で

も
、
海
外
で
は
文
化
や
考
え
方

が
異
な
る
。

大
谷

確
か
に
、
言
わ
れ
て

み
れ
ば
当
た
り
前
だ
け
ど
、
日

常
で
意
識
し
た
こ
と
は
な
か
っ

た
な
。

佐
生

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
滞

在
す
る
た
め
に
は
滞
在
許
可
証

（
通
称
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
）
が
必
要

だ
。
そ
し
て
就
労
す
る
た
め
に

は
就
労
許
可
証
（
通
称
Ｉ
Ｍ
Ｔ

Ａ
も
し
く
は
Ｐ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
ｓ
ａ

ｈ
ａ
ｎ
Ｒ
Ｐ
Ｔ
Ｋ
Ａ
）
が
必

要
に
な
る
。

大
谷

「
滞
在
」
と
「
就

労
」
は
別
々
に
許
可
さ
れ
て
い

る
わ
け
だ
ね
。

佐
生

さ
よ
う
。
さ
ら
に
就

労
許
可
証
に
は
、
就
労
エ
リ
ア

や
役
職
名
が
記
載
さ
れ
て
い

新生活、始まる？！
る
。大

谷

ど
ん
な
内
容
で
許
可

を
受
け
て
い
る
の
か
、
一
度
は

自
分
自
身
で
書
類
を
確
認
し
て

知
っ
て
お
く
べ
き
だ
ね
。
普
段

の
生
活
で
は
、
就
労
許
可
証
を

持
ち
歩
く
必
要
は
あ
る
の
？

佐
生

携
帯
し
て
お
く
必
要

は
な
い
。
常
に
携
帯
し
て
お
く

べ
き
な
の
は
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
滞
在
許

可
証
だ
。
現
在
の
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
は

Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
が
原
本
と
な
っ

て
い
る
。
ス
マ
ホ
へ
保
存
し
て

お
く
の
は
も
ち
ろ
ん
、
印
刷
し

た
も
の
を
携
帯
し
た
り
、
縮
小

し
て
パ
ウ
チ
加
工
し
カ
ー
ド
型

に
し
て
持
ち
歩
い
て
い
る
人
も

多
い
。

大
谷

な
る
ほ
ど
。
形
が
あ

る
も
の
だ
と
安
心
す
る
か
ら

ね
。佐

生

規
定
上
、
外
国
人
は

「
パ
ス
ポ
ー
ト
ま
た
は
Ｉ
Ｔ
Ａ

Ｓ
」
の
提
示
義
務
が
あ
る
。
だ

か
ら
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
を
携
帯
し
て
い

れ
ば
、
パ
ス
ポ
ー
ト
は
自
宅
保

管
で
も
問
題
な
い
。
パ
ス
ポ
ー

ト
の
携
帯
を
す
る
し
な
い
は
会

社
の
社
内
ル
ー
ル
に
従
う
こ
と

に
な
る
よ
。

大
谷

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
っ
て

外
国
人
に
つ
い
て
か
な
り
し
っ

か
り
管
理
し
て
い
る
印
象
が
あ

る
。佐

生

さ
よ
う
。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
は
「
国
防
と
国
益
」
を
非

常
に
重
視
し
て
い
る
主
権
国
家

だ
。
「
や
ば
い
人
は
入
国
さ
せ

な
い
」
「
役
に
立
つ
人
だ
け
を

入
れ
る
」
「
勝
手
な
こ
と
を
し

た
ら
承
知
し
な
い
ぞ
」
「
用
事

が
済
ん
だ
ら
早
く
帰
れ
」
。
こ

の
４
つ
を
意
識
し
て
外
国
人
を

管
理
監
督
し
て
い
る
。

大
谷

な
か
な
か
容
赦
な
い

ね
。佐

生

だ
が
国
家
と
し
て
は

自
然
な
考
え
方
と
も
言
え
る
。

ル
ー
ル
を
理
解
し
、
守
る
べ
き

こ
と
を
守
っ
て
い
れ
ば
必
要
以

上
に
怖
が
る
必
要
は
な
い
。

大
谷

外
国
人
の
「
ス
キ
ル

移
転
」
も
そ
の
考
え
方
の
延
長

な
ん
だ
ね
。

佐
生

そ
の
通
り
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
当
局
は
、
外
国
人
は
単

に
働
き
に
来
て
い
る
だ
け
で
は

な
く
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
た

め
に
知
識
や
技
術
を
移
転
し
に

来
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

大
谷

だ
か
ら
外
国
人
ご
と

に
、
ス
キ
ル
移
転
先
の
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
人
随
行
員
が
設
定
さ
れ

て
い
る
の
か
。

佐
生

さ
よ
う
。
誰
に
、
ど

ん
な
知
識
や
ス
キ
ル
を
移
転
す

べ
き
な
の
か
を
意
識
し
て
お
く

こ
と
は
大
切
だ
。
も
ち
ろ
ん
、

実
際
に
ど
こ
ま
で
運
用
す
る
か

は
会
社
ご
と
に
温
度
差
は
あ
る

け
ど
ね
。

大
谷

他
に
駐
在
員
が
気
を

付
け
る
べ
き
こ
と
は
？

佐
生

Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
滞
在
許
可

証
の
期
限
管
理
と
住
所
変
更

だ
。
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
に
は
住
所
が
記

載
さ
れ
て
お
り
、
引
っ
越
し
を

し
た
場
合
は
住
所
変
更
手
続
き

が
必
要
に
な
る
。
変
更
を
忘
れ

る
と
罰
則
規
定
も
あ
る
ぞ
。

大
谷

引
っ
越
し
た
ら
、
す

ぐ
ビ
ザ
担
当
者
へ
連
絡
だ
ね
。

佐
生

加
え
て
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
滞

在
許
可
証
の
期
限
も
重
要
だ
。

期
限
日
の
約
２
か
月
前
に
な
っ

た
ら
、
会
社
の
ビ
ザ
担
当
者
へ

延
長
手
続
き
を
開
始
す
る
よ
う

促
し
た
方
が
よ
い
。

大
谷

就
労
許
可
が
切
れ
る

と
働
け
な
い
し
、
滞
在
許
可
が

切
れ
る
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
滞

在
で
き
な
く
な
る
か
ら
ね
。

佐
生

さ
よ
う
。
許
可
を
受

け
て
就
労
・
滞
在
し
て
い
る
外

国
人
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、

自
分
の
許
可
証
に
関
心
を
持
つ

こ
と
が
大
切
な
の
だ
。

大
谷

赴
任
し
て
く
る
皆
さ

ん
に
伝
え
て
お
く
よ
。

佐
生

せ
っ
か
く
の
海
外
駐

在
生
活
だ
。
存
分
に
力
を
発
揮

し
、
所
属
会
社
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
日
本
、
そ
の
全
て
の
発
展

に
貢
献
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

大
谷

よ
し
、
僕
も
初
心
を

忘
れ
ず
に
頑
張
る
よ
。

し
み
ず
・
こ
う
へ
い

大

学
時
代
に
バ
ン
ド
ン
工
科
大

学
へ
の
留
学
を
経
験
。
卒
業

後
は
姫
路
市
役
所
に
入
庁

し
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

携
わ
る
。
そ
の
後
、
再
び
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
縁
に
導
か

れ
、
２
０
２
４
年
12
月
Ｆ
Ｐ

Ｃ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
入
社
（
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
）
。
兵
庫
県
生
ま
れ
、
29

歳
。

※
本
連
載
は
、
実
際
に
起
き

た
事
例
を
参
考
に
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
滞
在
、
就
労
す
る
上
で

気
を
付
け
る
点
に
つ
い
て
説
明

す
る
も
の
で
、
登
場
人
物
や
事

象
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
実

際
の
事
案
に
対
応
す
る
場
合

は
、
専
門
家
に
相
談
の
上
、
各

自
の
ご
判
断
で
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

×
　
　
×

「
修
郎
先
生
の
事
件
簿
３
」

は
、
原
則
、
毎
月
第
１
水
曜
に

掲
載
し
ま
す
。

佐
生
修
郎

心
得
え
の
条

  

一

外
国
人
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
滞
在
許
可
証
・
就

労
許
可
証
の
内
容
を
一
度
は
必
ず
確
認
す
べ
し
。

二

基
本
ル
ー
ル
を
理
解
し
、
守
る
べ
き
を
守
り
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
地
で
最
大
限
の
力
を
発
揮
す
べ
し
。

Ｊ
Ｊ
Ｃ（
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
ジ
ャ
パ
ン
ク
ラ
ブ
）

Ｊ
Ｊ
Ｃ
は
企
業
が
所
属
す
る

法
人
部
会
（
約
７
０
０
社
）

と
、
日
本
人
会
と
し
て
機
能
す

る
個
人
部
会
（
約
２
５
０
０

人
）
で
構
成
さ
れ
る
。
ジ
ャ
カ

ル
タ
近
郊
に
住
む
邦
人
の
〝
町

内
会
〞
と
も
い
え
る
個
人
部
会

は
、
外
国
暮
ら
し
を
よ
り
安

全
・
便
利
で
楽
し
く
過
ご
す
た

め
の
支
援
を
す
る
一
方
、
草
の

根
レ
ベ
ル
で
の
両
国
間
交
流
を

深
め
、
戦
前
か
ら
の
日
本
人
墓

地
の
管
理
や
慰
霊
祭
な
ど
の
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

活
動
拠
点
と
な
る
会
員
専
用

の
「
Ｊ
Ｊ
Ｃ
ス
ナ
ヤ
ン
セ
ン
タ

ー
」
に
は
図
書
館
や
多
目
的

室
、
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。

同
セ
ン
タ
ー
は
平
日
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、

土
曜
日
と
日
曜
日
は
午
前
10
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で
開
館
し
て

い
る
。

ク
ラ
ブ
活
動
も
個
人
部
会
の

特
徴
の
一
つ
で
、
柔
道
、
リ
ト

ル
リ
ー
グ
、
女
性
コ
ー
ラ
ス
、

バ
リ
ガ
ム
ラ
ン
な
ど
、
現
在
20

以
上
の
ク
ラ
ブ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
が
活
動
し
て
い
る
。

都市・地域 団体名 主な特徴・活動 連絡先
ジャカルタ ジャカルタ・ジャパンクラブ（THE JAKARTA JAPAN CLUB） 最大規模。補習校運営、文化交流、生活支援、企業ネ

ットワーク
Tel: +62-21-5731007
Email: kojinbukai@jjc.or.id

バリ島（デンパサール） バリ日本人会 （BALI JAPAN CLUB） 観光業関係者や長期滞在者中心。盆踊り大会、日本語
弁論大会、補習校支援

Tel: +62-361-281928
Email: jimukyoku@japanclubbali.org

メダン（北スマトラ州） メダン日本人会（Medan Japan Club） 駐在員・家族の交流、地域社会との文化交流活動 Email: medan.japan.club.info@gmail.com

スラバヤ（東ジャワ州） 東ジャワジャパンクラブ(THE EAST JAWA JAPAN CLUB：EJJC） 製造業・商社関係者中心。企業ネットワーク色が強い Tel: +62-31-5615354
Email: ejjc@biglobenet.com

バンドン（西ジャワ州） バンドン日本人会 教育・研究機関関係者や企業駐在員。地域交流活動 Tel: +62-22-2031532
Email: info@bjs.sch.id

チカラン（西ジャワ工業団地） チカラン日本人会（CIKARANG JAPAN CLUB） 製造業駐在員が多数。工業団地に隣接し企業活動支援 Email: cikarang.nihonjinkai@gmail.com

スマラン（中部ジャワ州） スマラン日本人会（SEMARANG JAPAN CLUB） 規模は小さいが地域交流活動あり Tel: +62-813-2972-0680
Email: mizuki.uchida@kubota.com

ジョグジャカルタ ジョグジャカルタ日本人会（YOGYAKARTA JAPAN CLUB） 大学・研究機関関係者中心。文化交流活動も実施 Email: yjc.jimu@gmail.com

ソロ ソロ日本人会（THE SOLO JAPAN CLUB） 在留邦人の交流や情報の共有を実施 Email: kini_indo@yahoo.co.jp / nakata@
ptbsgi.com

パレンバン パレンバン日本人会 在留邦人の交流や情報の共有を実施 Tel: 0812-710-0665
Email: go@xaax.sakura.ne.jp

バタム バタム日本人会（THE BATAM JAPAN CLUB） 在留邦人の交流や情報の共有を実施 Tel: +62-778-324256
Email: batamjapan17@gmail.com

ロンボク NTB日本人会（NTB JAPAN CLUB） 在留邦人の交流や情報の共有を実施 Tel: +62-812-376-5386
Email: kaori.ushida@gmail.com

マカッサル 南スラウェシ日本人会 在留邦人の交流や情報の共有を実施 Email: sulsel.japanclub@gmail.com

マナド 北スラウェシ日本人会 在留邦人の交流や情報の共有を実施 Email: info@jc.sulut.asia

インドネシア各地には、日本人会を中心とした邦人コミュニティが存在している。生活情報の共有や会員同士の交流、地域とのつながりづ
くりなど、それぞれの地域で活動を続けており、多くの邦人にとって心強い存在となっている。主な日本人会を一覧で紹介する。

インドネシア主要日本人会一覧


